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蔵園宗三郎の話

「途方もない話をすると思う人があるかも知れませんが、これは総て私の経験した事実で、寸毫のおまけも無い、癪にさわるほど露骨な物語であります」

　第二話を引き受けた若い富豪蔵園宗三郎は、その秀麗な面を挙げて、少し極り悪そうに斯う話し始めました。奇談クラブの集会室、例の真珠色の光の中に、女会長の美しい吉井明子を中心に、贅沢の限りを尽した思い思いの椅子が、十二の花弁のように配置されております。





糶せり台の上に妻を立たせた




　画家の巽たつみ九八郎が、金に困って、自分のアトリエで持物全部を競売にしたことがありました。客と言うのは、友達関係を辿った知人全部で、主人の巽が金槌で卓子テーブルの上を引っ叩き乍ら糶せるのですから、滑稽と言えば滑稽、非惨と言えば悲惨、一寸類の無い観物みものでした。

　私は巽九八郎の友達と言うわけではありませんが、巴里パリーに居る頃二、三度逢った縁故があるのと、巽の旨を受けた友人の勧誘があったので、言わば椋鳥格むくどりかくで行って見ることになりました。

　アトリエは高円寺から五、六丁入ったところで、木立の中に赤い屋根か何んか見せた、一寸洒落た構えです。玄関を入ると北向の画室を競売室にして、今丁度始まったばかりというところ、主人の巽九八郎は、踏台か何んかの上に立って、五本の指を櫛にして、乱れかかる長髪を掻き上げ乍ら、一段声を張り上げて、

「サア、五十銭、この三脚が五十銭、これでも巴里で買って来たんだから、たった五十銭は可哀想だ、もう一声──」

　などとやって居りました。

　其の調子は如何にも享楽的で下品で、甚だお座の醒めるものでしたが、折角やって来たものですから、何んとか手頃のスケッチでも落そうと言った、取り止めの無い考えで、私は前の方へ割り込んで行きました。

　御存じの方もあるでしょうが、巽九八郎というのは、悪魔の申し子見たような男で、人間としては、あれほど始末の悪いのは滅多にありません。出鱈目で、嘘つきで、悧巧で、執拗で、全く箸にも棒にもかからぬと言われた人間ですが、絵を描かせると実に大したもので、悪魔的にグロテスクな、一種特別に風格のある表現であったにしろ、あれほどの豊かな天分を持った男を、私はあまり沢山は知りません。

　人格的な非難なら、何んな先輩にも受けが悪く、あらゆる展覧会から構われて居る有様で、世間はあまり巽の名前も作物も知りませんが、あの男の絵ばかりは全く大したものでした。

「サア今度は絵だ、驚いちゃいかんよ、巽九八郎の全作品を提供するんだ。彼方あっちにもある此処こちらにもあると言ったチャチなインチキな絵じゃ無い、第一番に三十号の風景、これはラインの夏景色で、思い出の深い絵だが、思い切って出して了う。サア、幾ら何？　五円、馬鹿にしちゃいけない、展覧会へ行くと、小学生の自由画見たいなのが大枚一千円もする世の中だ──」

　斯う言った調子で、一番下等なテキ屋のようにまくし立てるのですから、聴いて居ると全く不愉快になりますが、巽九八郎に取っては、余程一生懸命と見えて、友人達の苦笑などは物の数ともしません。

　それでも私はあまり手重でない油絵を二枚ほど落しました。〆て四十六円、まア本当のお附き合いです。

　絵の競売がすむと、今度は着物になります。ビロードのルパシカ、巴里仕立てのタキシード、お召の襤袍どてら、そんなところは無事でしたが、お仕舞には、フェルトの帽子、薄汚れたボヘミアンネクタイ、スリッパなどが出るという浅ましい有様、やがて、そんなものを売り尽すと、今度は一と抱えの女物を持ち出して、片っ端から叩き始めました。多分有名な踊り子、巽妙子の身に着いたものでしょう。

　申し落しましたが、巽妙子というのは、興行政策上九八郎の妹だと言うことにしてありますが、実は内縁関係の細君だった相で、通な人達は、その変な関係を悉く知って居るものですから、女物が持ち出された時は、さすがに顔を反けたのも二、三人は居りました。

　持ち出した女物は、女一と通りの和服の外に、ジャムパもあれば、ブラウスもあれば、スカーフもあれば、絹のストッキングもあると言った、実に極りの悪い取り合せでしたが、巽九八郎はそれを丹念に叩いてしまって、夕暮近い頃になると家の中には、マット一枚、下駄一足残らないという程度まで、洗いだし売り尽してしまいました。

　どんな事に金が要るのかわかりませんが、兎に角巽九八郎の意気込というものは大変です。

　客は皆帰りかけて居りました。淡い夕陽は画室の欄間へほんの少しばかり忍び込んで、この惨憺たる有様を照して居りましたが、暫らく台の上に立って、胸筆用むなざんようをして居た九八郎は、フイと顔をあげて、

「皆さん、少し待って下さい、これ丈けでは私の入用の半分しか金が入らない、もう一つ、最後の品があります、一と目見て行って下さい」

　変な事を言い残して、画室から飛び出しましたが、間もなく、大変な騒ぎをやり乍ら、何やら引っ張って来る様子です。

「最後の品はこれだッ、サア、うんと気張って糶せって下さい」

　開け放した扉ドアから、無理無体に引き摺り込んだのは、何んと言うことでしょう、素肌に薄汚い袷あわせをたった一枚着た、踊り子の巽妙子、──あの妹と称する美しい女です。

　妙子は必死と抗あらそいましたが、男の力にはもとより及ぶべきもありません。殆んど折檻でもするような調子で、嫌応なしにモデル台の上に押し上げられてしまいました。

「残酷だ、止せ止せ」

　多勢の中から、そんな声も聞えますが、巽九八郎はまるで取り合いません。

「私のところなどに居るよりは、此の女の為にも仕合せだ、大方の紳士諸君、サア幾ら」

　ニヤニヤ取って付けたように笑顔を振り仰ぎ乍ら、巽九八郎は少し気違い染みた大声をふり絞ります。




妙子は一万円で私の手に




　巽妙子の美しさ、あの魅惑的な、そのくせナイーヴな、素晴らしい顔は皆様も御存じでしょう、身体も日本人にしては珍らしく整った方で、小麦色の素肌の美しさなどは、外国人の肌にも滅多にありません。

　踊りも上手な方で、セント・デニス風の、動きの少ない芸術的なものを得意にしましたが、兄貴と称する巽九八郎が名題の悪わるで、直ぐ尻をまくったり、居直ったりするので、何処の小屋でも鼻ッつまみで、近頃はズッと舞台を休んで居りました。その上九八郎には飲む打つ買うの所謂いわゆる三道楽があり、首も廻らぬ借金を作ったという話がありましたから、この日の競売なども、よくよく生活に困った九八郎が、例の臆面もなさで思い付いた一と芝居だったかも知れません。

　兎に角、妹と称する女を競売にすると言うのは怪しからん事で、出鱈目に於いては人後に落ちない友人達も、此の時ばかりは顔を見合せて、黙ってしまいました。巽をよく知らない道徳的な人達の中には、あまりの事に呆れ返って、コソコソ帰った人も幾人かはあったようです。

　併し巽九八郎はそんな事でビクともする男ではありません。

「サテ幾ら、此の女には素晴らしい特長があるんだ、それは買った人の楽しみ、家へ持ち帰って、調べて見て吃驚する──、俺に取っては百万金にも換え難い宝だが、眼玉をくり抜いても売り度い場合だ、眼をつぶって手離す、サア、望み手は無いか」

　何んと言う無恥な言い草でしょう。

　その上巽九八郎は、女の襟首へ手を掛けて、力尽くで汚ない袷を剥こうとしました。

「アレ──」

　と崩折れるのを抱き込むように、

「ジタバタするなよ、売物をお目に掛けるんだ、裸にはなりつけているお前じゃ無いか」

　円い肩からふくやかな乳へかけて、美しい小麦色の肌が、塀に映った夕陽の逆光線を受けて、ほんの少しばかり見えると、何んかは知らず、室の中には、野薔薇か丁子の花を振り撒いたような、甘い和かい匂いが籠ります。

「止せ止せ、見ちゃ居られない」

「馬鹿っ」

「何んと言う事だ、人道問題だぞッ」

　嵐のように起る叫びの中から、

「一千円！」

　誰やらが最初の値を付けます。

「二千円」

　私はすぐ釣られて糶り上げてしまいました。

「二千五百円」

　騒ぎはバタリと鎮まりました。斯うなるともう一切の感情を好奇心が併呑へいどんしてしまって、しわぶき一つする人も無くなります。

「三千円」

　私ももう負けては居られません。

「四千円」

　響の音に応ずるように応えます。

　相手というのは、部屋の中に居るのに、帽子を目深に引きおろした、二重廻し姿の中老人で、顔はよく見えませんが、何んとなく智慧と金とをフンダンに持って居そうな人間です。

「四千五百円」

「五千円」

　部屋の空気はすっかり緊張して、マッチ一本摺ったら、此のまま爆発しそうな有様。

「一万円」

　私は到頭二倍の値を付けてしまいました。

　何んとなく息苦しい心持で、手袋も外套も脱いでしまいましたが、それが、決闘場に臨んだ勇士のように見えたのか、それとも亢奮して際限もなく糶り上げて行く気違いに見えたのか、兎に角、それっ切り相手は沈黙してしまいました。

　妙子はモデル台の上に崩折れて「歎き」と題する塑像そぞうのように、シクシクと泣いて居りましたし、巽九八郎は、私が小切手を突き付けたのも知らずに、「放心」と言った姿でボンヤリ突っ立って居りました。

　誰かが火が付くように拍手すると、部屋の中の人間の半分ほどは、それに伴つれて、パチパチと手を叩きます、何んと言う不思議な糶市せりいちだったでしょう。




運命の岐路




　糶り落した妙子を伴れ出すと、案外素直に私の後へ跟いて来ました。汚い素袷、春と言っても、日が暮れかかると却々なかなかの寒さですが、何も彼も叩き売られた後で、今の妙子には、これ一枚しか着物と言うものが残って居なかったのでしょう。

　その上、芯のはみ出した帯に、長刀なぎなたになったキルク草履という有様、全く妙子の姿は見る影もありません。少しも早く自動車を探して、人目に触れる痛々しさを救ってやろうと思いましたが、此の辺から高円寺の通りまでは、歩くより外には辿り付く方法が無いのです。

「妙子さん、もう少しの我慢だ、自動車のあるところまで──」

　そんな事を言って振り返ると、妙子は僅かにうなずき乍ら、細そりした身体を尚おも狭せばめて、運命に導かれて行く偶人にんぎょうのように、真にトボトボと私の後を跟いて来るのでした。

　高円寺の停車場近くなった頃、

「待って下さい」

　後ろから私の肩を押えて、ハアハア息を切る者があります。振り返って見ると、ツイ今しがたこの女を売ったばかりの巽九八郎が、靴足袋の儘の跣足で、私の後ろを追っ駆けて来たのでした。

「何んです」

「貴方は、蔵園さんでしたな、それで安心しました、これが筋の悪い者の手に入ると取り返しが付かない──」

「何うしたと言うんです」

「何んでも無いんです、この女を返して頂けば宜いんです」

「エッ」

「あれは冗談ですよ、あんな馬鹿な事があるものじゃない、人間を競売するなんて、そんな馬鹿な事が、ハッハッハッハッ」

　不気味な空洞うつろな笑いが、夕闇の中に突っ走ります。

「今更そんな事を言っても仕様が無い、君は金を受け取った筈だ」

　私は少しムッとしました、この人格の破産者は、日頃借金を踏み倒すように、競売の結果までも無効にしようとするのでしょう。

「小切手は返しますよネ、それで文句は無いでしょう」

　懐を探って、出し惜むように小切手を引き出し、皺を延したり、畳み直したり、時々は媚びるような薄笑いを、私と妙子に送ります。

　一番困ったことは、高円寺の通りの近くではあり、人の出盛る時分で、此の掛合を繞って、段々人立ちがして来ることでした。巽九八郎は一向平気ですが、妙子も私もたまりません。

「妙子さんと君は何んな関係にあるか知らないが、斯う言うことは本人の心持が一番大事だ、すべてを妙子さんの意志に任せよう、私は高円寺の方へ行く、君は其処に立って居るなり、家の方へ帰るなりし給え、サア、妙子さん、貴方の生涯の岐れ目だ、何方へでも自由に、貴方の道を選択して下さい、私は一万円の金には少しも未練は無い」

　その時の私の心持は、本当に虚心坦懐そのものでした。二人を見捨てたような心持で、後を見ずに高円寺の通りの方へ十歩ばかり進んだのです。私は一体、妹にしろ内縁の妻にしろ、人間を競売にするような男の手から、一人の女性を救い出す積りでやった仕事で、妙子に対して、その時はまだ大した執心も持って居なかったのです。

　振り返って見ると、驚いた事に、妙子は私の方へ静かに静かに歩いて来るではありませんか、手を差し伸べ度いような、物悲しい顔で──、

「馬鹿ッ、俺を捨てるのか、売女ばいた、畜生、覚えて居るがいい」

　恐ろしい呪いの言葉を吐き散らす九八郎の顔は、夕闇の中に醜く引き歪められて、不思議に、何時までも何時までも私の眼に残りました。

「…………」

　二人は黙って手を取り合いました、其処からはもう、自動車屋が見えて居ります。




女は匂う、涙も汗も




　こんな事をお話しても、信じて下さるか何うかわかりませんが、私のその晩の発見ほど、異常に魅惑的なものは滅多に無かったでしょう。

　踊り子の巽妙子は、女性の中の宝玉とも言うべき、実に不思議な素質の持主だったのです。

「妙子さん、変な事になりましたネ、まア此処へお掛けなさい」

「…………」

　私は希臘風のスタンドを退けて、自分の側の安楽椅子を指しましたが、妙子はすっかりいじけてしまって、私の側などへは寄り付こうともしません。

　見ると、灯に顔を反そむけて、泣いて居る様子です、真珠色の涙が、汚い袷に落ちて、大きい汚点しみを画いて行くのが、アラビアンナイトの物語から飛び出した、美しい仙女の悲嘆を見るような、不思議な悩ましさに我を焦立たせます。

「サア、泣いても仕方が無い、当分お客様に来た積りで、私の遊び相手になって下さい」

　私は妙子の手を取る積りで屈み加減に手を伸しました。

　が、此の時私は、生れてから曽つて経験した事もない、異様な衝動を全身的に感じたのです。

　何んと言って宜いかわかりません、人の心をそそり立てるような、其のくせうっとりと夢見るような、形容の仕ようも無い一種の香気が、妙子の汚い身体から発散して来るのでした。

　最初私は、妙子が香水を振り掛けて居るのだろうと思いました。が、直ぐ、何んな高貴な香水にも、この様な素晴らしい魅惑的な匂いを発するもので無いということに気が付きました。全くこんな縞目もわからなくなったような汚い袷に香水を振りかけたところで、高雅な魅惑的な匂いなどが醸せそうな筈もありません。

　間もなく私は、この不思議な美しい匂いが、先刻モデル台の上に妙子を押し上げた時も発散した事に気が付きました。

「妙子さん、少しも怖がることは無い、今までは随分骨を折ったらしいが、これからはいくらか楽に暮せるでしょう、機嫌を直して、此処へ来て御覧なさい」

　自分から進んで此処まで来た事を考えると、私もいくらか大胆になります。妙子の冷たい小さい手を取って、尻ごみするのを無理に、私と同じ長椅子の上へ、二羽の鳩のように押し並ぶように掛けさせました。

　私の仕立卸しの紺の背広と並んで、薄汚い袷を妙子はどんなに恥じたことでしょう。併し私から見ればそんな事は、まるっきり問題ではありません。

　先刻から部屋の中に薫じて居た微妙な匂いは、外ならぬ妙子の、体臭だということを私は発見したのです。

　体臭は人によっていろいろの種類のあることは誰でも知って居ることですが、妙子のように美妙な芳醇ほうじゅんな、如何なる香料も及ばない匂いを、肌から発散する人間があろうとは、全く想像も及ばなかったことです。

　特に妙子の場合は、感情が激発した時や、生理的変化のある前後は、汗も、唾液も、涙も、あらゆる分泌液が、薫蒸した麝香じゃこうのように匂うのでした。

　支那の物語本には、美人の異常な体臭や、分泌物のことも書いて居りますが、日本の文献にはあまり見当りません、併し存在することは疑いもない事実で、現に若い発育し切った少女や少年達が、一種言うに言われぬ煽情的な、甘酢っぱい体臭を持って居ることは、誰でも気の付いて居ることです。

　唾液に香気のあることも、西洋では早くから気が付いて、接吻という形式でそれが愛の表象として受け容れられるようになりました。汗に一種の香気のあることも、私は何んかの本で読んだことがあるように記憶します。妙子の場合は医学的に言えば、何んかホルモンの関係だったろうと思いますが、兎に角、千万人に一人も無いという、異常に恵まれた体質を持って居たことだけは事実です。

　理窟を言うと際限も無いことですが、兎に角、妙子の肉体からこの異常な特性を発見した私の喜びは大変なものです。

「妙子さんは大層好い匂いがするんですね」

「あら」

　甲上を取った書方かきかたを見付けられた小娘のように、極り悪そうにニッコリした妙子を見ると、私はいきなり引き寄せて、その頬の上の真珠色の涙を啜ってやらなければ承知しませんでした。

　その涙の甘美な芳醇な味、私はこんなもの経験した事も想像したこともありません。




女を返せ




　足跡までも匂うというのは、本当に妙子の事でした、私の喜びと溺愛が、どれほど深いものであったか、想像して下さい。

　この恵まれた肉体を装い飾らせる為に、あらゆる美しい着物と、あらゆる贅沢な装身具を、私の財産の許す限り買ってやりました。二人はおしどりのように引っ付いたまま、朝から晩まで、話して、笑って、泣いて、騒いで暮しました。

　併し、どんな贅沢なものを着せても、妙子に取っては、結局その恵まれた裸体ほど立派な微妙なものは無かったでしょう。踊り子巽妙子の、均整のとれた四肢と、なだらかな腰と、美しい乳房の膨みと、丸い頸の曲線と、小麦色の滑らかな肌とは、真に比ぶべきものも無い芸術品でした。

　神様が造った中の第一番の傑作は、恐らく私の妙子だったでしょう。

　支那の褒姒ほうじとか飛燕とか楊貴妃とか言う有名な妖婦は、いくらか妙子に似て居たかも知れませんが、それにしても、妙子の半分ほども、肉体の条件を備えて居たかどうか、私は今でも疑いを持って居ります。

　褒姒とか飛燕とか楊貴妃とかは、充分美しくはあったでしょうが、悉く不気味な妖婦で、中には人間らしくない性格をさえ持って居るのがあります。併し私の妙子は、性格的にも至って明るく、少し無鉄砲で、生一本で、優しくて、臆病で本当に十三の小娘のようにナイーヴなところがありました。

　妙子の前生涯が不純だったのは、私に取っては何よりの慨なげきでしたが、幸いな事に妙子は、九八郎にすっかり愛想を尽かして、二度ともう帰ろうとしないばかりか、その話を一寸でもすると、ヒドく憂鬱になる様子でした。

　が、巽九八郎と私達とは、これ切りでキッパリ手切れになったわけではありません。

　丁度一週間目に当の巽九八郎が、自分で私を訪ねて来たのです。

　かなり不愉快な努力でしたが、弱腰を見せると、何を言い出すかわからないと思ったので、私と妙子と二人並んで逢ってやることにしました。打って変った妙子の幸福そうな様子でも見せたらすっかりあきらめて帰るかも知れないと思ったからです。

　案の通り九八郎は、妙子を何うしても返してくれと言うのです。そして一旦の迷いで売ったものの、自分の幸福はそれっ切りフイになって、一日として愉快な日は無い──。

「金は返します、利子を付けて、少し待って下されば一万五千円にして返しても宜い、どうぞ妙子を返して下さい」

　斯う言って、絨毯の上へ坐り込んで、ポロポロ泣き出してしまいました。

「それはいけない、金が欲しければ、もう少し差し上げても宜いが、妙子さんは返せない」

　私は頑固に言い張りました。

「ひどい、残酷だ、俺は死ぬかも知れない、で無きア、二人を殺すかも知れない」

　涙の合間には、こんな嫌がらせを言って、九八郎の気違い染みた眼が、キョロキョロ四方を見廻したりしました。

　争いと涙とが二時間も続きましたが、結局私には最後の切り札があったのです。

「妙子さんに決定させよう、本人の意志が一番大事だ」

　斯う言われると、巽九八郎はもうグウとも言えません。

　何時かのように呪いの言葉を撒き散すのかと思うと、その日はヒドク打ち萎れて、

「仕方が無い、あきらめましょう。その代り、妙が居なければ、差向私が生活に困る、──私の生活の保証位はしてくれるでしょうな」

　そんな事を言います。

「宜いとも、それ位の事なら何んでも無い、年金のような具合にして上げても宜い」

　金で済む事なら──と成金根性と言われるかも知れませんが、私はホッとした心持になりました。

「イヤ、乞食の真似はし度くない、これでも画家の端くれだ、──時々私の絵を買って貰えないでしょうか」

「そんな事なら非常に結構だ、君の絵なら何枚でも引き受けるよ」

　私は此の男がまだ絵の天才だけは売らずに居ることを知って居たのです。

「有難い、それで話が極った、妙子、精々旦那様にすすめて、俺の絵を高く買わせろ」

　最後にはそんな冗談などを言って、何うやら機嫌よく帰って行きました。




女をひたしたカクテール




　その後三、四ヶ月のうちに、巽九八郎は三枚の絵を持ち込みました。一枚は五十号ほどの半裸体の妙子の像、一枚はこれも同じ大きさの私の像、どちらも写真と想像と記憶とを力に描き上げたと言いますが、実に見事に出来て、こればかりは巽の人格と没交渉に敬服させられます。

「巽は悪いところは皆んな性格へ現われて、善いところは全部絵に現われるんだぞ」

　私は妙子を相手にそんな事を言った位です、この二枚は寝て居ても見られるように、私共の寝室に掛けましたが、巽の日頃のグロテスクな趣が少なく、何んとなく明るく和やかな肖像で、実に不思議な良い出来です。

　もう一枚は風景で、多分多摩川あたりの朝景色というところでしょう、平和な田園が如何にもよく出来て居たので、これは階子はしご段の上へ掲げました、六十号位の横物です。

　三枚の油絵の代金としては、勿論奮発過ぎるほどの額をやりましたが、巽はそれっきり姿を見せません。満州へ行ったとも言い、もう一度フランスへ行ったとも言い、或る人は銀座のカフェーで逢ったとも言いますが、どれが本当なのか、先ず私共を煩わさなくなった事だけは事実です。

　その間にも、私と妙子の遊戯は、埓もなく発展して行きました。私は妙子の持って居る肉体の美しさを、極度に発揮して、それを味うことにすっかり夢中になってしまったのです。

　その為には、妙子の頬を滅茶滅茶に打って、私自身もさめざめと泣き乍ら、その香かんばしい涙の醍醐味を、倦くことを知らずに啜ったこともありました。

　或る時は、──何んと言う恥かしい事でしょう、併しこれを話さないと話に真実味が欠けてしまいます、私は思い切って何も彼も言ってしまわなければなりません。

　妙子を西洋風呂へ入れて、私はカクテールを作ったのです。そう申しただけではわからないかも知れませんが、香水風呂とか、牛乳風呂のような、妙子を入れた風呂の中へ、幾通りもの酒の大量を注ぎ入れて、一種美妙なカクテールを私は作ったのです。これは私の思い付きではなく、巽九八郎がやって居た事だそうで、私は妙子に教わって早速試みましたが、その悪魔的な香気と酔は、忘れようとして忘れることが出来ません。

　斯う言った、怪しからぬ生活が、一年あまり続きました、世界に私ほど幸福なものは無いと信じ切って、あらゆる冒涜的な、猥雑な遊戯を、倦くことも無く繰り返して居たのです。妙子の身体は実に無尽蔵な香料で、私の生活を無限に鼓舞してくれました。




不吉な陰影歓楽の終局




　この冒涜的な悪魔の歓楽も、とうとう呪われる日が来ました。何時の頃からともなく、妙子の健康が衰え初めて、恐ろしいヒステリー症状が幾日も幾日も続いた後、間もなくドッと床に就くようになってしまったのです。

　可哀想な妙子は、昼も夜も、打っ通し悪夢に襲われました。脂のような冷汗を掻いて目を覚すと、床ベッドの上に掛けた、自分の肖像──あの先の夫の巽九八郎が描いた裸体の半身像が、いとも和やかに妙子の苦悶を見下して居ると言った、不思議な日が続いて行きました。

「何うしたんでしょう、私は怖い」

　一日のうちにも、三度も五度もこんな事を言って顫える妙子の顔は本当にいじらしいものでした。大きな眼を見開いて、唇の色をすっかり無くして、何時間も何時間も、四方あたりを斯うキョロキョロ見廻して居るのです。

　そうかと思うと、鉛のような憂欝が、幾日も幾日も続きました。妙子はすっかり萎れてしまって、日蔭の花のように淋しく、青白く、大きい息も吐けないように縮こまっておりました。

「どうしたのだ、もう少し晴々した気になれないか」

「私は死に度い、少しでも美しさが残っている中に」

「馬鹿な事を言っちゃいけない」

　そんな不吉な会話は三日に一度はキッと繰り返されました。

　妙子ばかりでなく、私自身の上にも何んとなく不快な不安な日が続きました。

　いや、私自身ばかりでなく、私の家総体が、何んとなく陰気に、不愉快に、忌わしく、薄暗くなって行ったのです。女中の一人は、二階の廊下で怪しい者を見たと言って、翌る日は暇を取って帰って行きました。永い間勤めた老執事は、何んの理由もなく階子段から落ちて、かなりヒドイ怪我をしました。

「何うしたんだ、六十年も登り降りして居る階子段で怪我をするというのはよくよくのことじゃないか」

　私が斯う言うと、執事は怨めしそうに私の顔を見上げて、

「近頃この家が不吉になりましたよ、先代様の頃はこんな事は無かったが──」

　何やら奥歯に物の挟まったような事を言ってそれっきり黙り込んでしまいます。

　妙子が来たこと──つまり正式な結婚をしたわけでも無い、素姓の怪しい女が入り込んだことが、もろもろの不吉や不祥事の原因だと、此の老人は思い込んで居るのでしょう。その中にも、妙子は次第に頼み少なくなって行きます。段々痩せ衰えて、四肢の美しさも、小麦色の肌も次第に失われて行くのが、本人の妙子ばかりでなく、どんなに私の慨きだったでしょう。




呪いの肖像画




「あの羽子板を取って下さいな」

　不意に妙子は斯んな事を言います。

「どうするんだ」「寝て居て、少し突いて見ましょう、町から子供達の追羽子の音が聞えると、私もそんな事をして見度くなります、少しは宜いでしょう」

「サア、何ういうものか解らないが、少しは運動になるかも知れない──」私は煮え切らない返事をし乍ら、それでも逆らわずに小さい羽子板を持って来てやりました。妙子は床の上へ半身起き直って、覚束ない手付き乍ら、昔取った杵柄で、何んかを吟くちずさみ乍ら暫らくは器用に羽子はねを突いて居りましたが、

「あッ」不意に大きい声を出します。

「どうしたんだ」

「額の裏へ羽子が入ったんです、取って下さらない」

「止したがよかろう、馬鹿馬鹿しい、羽子はいくらでもあるじゃないか、額を動かすと埃が落ちて叶わない」

　一度は斯う言って止めましたが、病人の頑固かたくなさで、額裏の羽子をなかなかあきらめません。到頭夜になってから、

「仕様が無いなア」私は降参して、妙子の寝台の端っこに立って、懐中電燈で額の裏を照しました。

「あれッ」何に驚いたか妙子は、悲鳴をあげて布団の中にもぐり込み、ガタガタ顫えて居ります。

「何うしたんだ、吃驚するじゃないか」

　飛び降りて布団を剥ぐようにすると、

「怖いッ、額、額」真っ蒼な顔を、寒天のように顫わせて、力一杯布団を引っ冠ろうとします。

「額には何んにもありゃしないじゃないか」

　仰げば、美しい妙子の半身像が、何んの蟠わだかまりもなく笑みかけそうで、怖いものなどは一つもありません。

「額の絵を透して御覧なさい」妙子は斯う言うのが精一杯です。

「何？」私はフト気が付きました。もう一度妙子の寝台の端っこに登って、枕元の小さいスタンドを引き寄せ、電燈の灯いたまま額の裏へ入れて、斯う下から見上げました。

「アッ」私も危うく気を喪うところでした。妙子の美しい半身像は消えて、その下から現われたのは、半分腐れかかった骸骨、眼も鼻もうつろになって、怨めしそうに大きな歯を噛み合せ、肉の剥脱しかけた不気味な肋骨には、数知れぬ青蠅と蛆うじが湧いて、ぞろぞろと這い出しそうになって居ると言った──思いもよらぬ物凄まじい絵です。

　念の為、私の肖像を描いた額も裏から透して見ました。これは獰猛どうもう兇悪な猅々の顔です。廊下に飛んで出て、階子段の上の額を透して見ると、乱塔場の夜、鬼火の燃える中で、骸骨が乱舞してる絵が描いてありました。




彼女は揮発した！




　妙子の恐怖は想像も及びません、どんなに慰めても励ましても、一度ヒドく傷けられた心は、元の明るい和やかさに返る様子もありませんでした。不気味な呪いの額を取り払った下で、恐ろしい懊悩に身も心も虐げられ乍ら、「私は死に度い、あんな恐ろしい姿になるのはイヤ、誰にも見られないように、少しでも美しさの残って居る中、そっと死にたい」

　そんな事を口癖に言って居りましたが、到頭それが事実になって、不思議な結末カタストローフが私達の上を見舞う日が来ました。

　ヒステリー症状が起ってからは、万一を気遣って、刃物や毒物は側へ置かないばかりでなく、私の居ない時は、昼も夜も厳重に寝室の扉を閉して、絶対に脱け出す方法の無いようにして居りましたが、或る日、何処から何うして脱け出したものか、厳重に錠を卸した部屋の中から、病み疲れた妙子の姿が、本当に煙のように消えて無くなってしまったのです。

　鍵穴からもぐって出るか、高い二階の室から下の往来へ飛び降りるか──私の宅は、古い商家を今様に建て直した洋館で、大部分の部屋は三田の往来に面して、日光を採り入れるようになって居るのです──でなければ香水のように揮発して了うか、この三つの場合が想像されるだけですが、常識的に考えると、どれも本当らしい気がしません。二階から飛び降りた時、丁度下を徐行して居る自動車があってそのまま何んにも知らずに妙子の身体を運んで行ったのではないか、──そんな事を言う人もありますが、私はどうも信じられません。

　巽九八郎が外から階子を掛けて窓からつれ出したのではあるまいか、その証拠には、銀座を二人で歩いてるのを見た人がある──と言う人もありますが、それも私は信ずる気になれません、噂の製造者というものは、思いの外尤もらしい証拠を提供したがるものですから、銀座を歩いて居たというのも、どうも信用する気にはなれないのです。

　妙子は矢張り揮発してしまったのでしょう。甚だロマンチックな考えようですが、私は斯う信ずるのが一番無事なような気がしてならないのです。妙子は、あの馥郁ふくいくたる体臭を持った妙子は、香水のように揮発した──それで宜いでは無いか──と。

　言い落しましたが、三枚の額は、後で本職に洗わせて見ましたが、矢張り巽九八郎の悪魔的な頭脳から出た呪いで、一度骸骨や猅々や乱塔場を油絵具で描いて、何んかの方法でよく乾かした上へ、肖像や風景を描いて持ち込んだものでした。言うまでもなくそれは直ぐ焼いてしまって、今私の手許に残るものは、妙子の移り香の残った、夥おびただしい着物と装身具だけです。
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